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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　過剰圧力下にあるディスペンサー容器から、泡、例えばシェービングフォームやジェル
などの生成物、自己発泡する生成物ならびにその他の加圧機構を用いて投与可能な生成物
を噴射するための噴射流路（２，２２，６２）を有するディスペンサーヘッドであって、
このディスペンサーヘッドは、ディスペンサー容器の噴射バルブに差し込み可能であり、
このディスペンサーヘッドに外部から加えられた機械的な圧力とそれにより引き起こされ
た、このディスペンサーヘッドの上方部（１０，３０，７０）の回転中心の周りにおける
傾斜動作とによって、このディスペンサー容器の噴射バルブが開放されて、その結果生成
物が、過剰圧力により噴射バルブからディスペンサーヘッド（１，２０，６０）の噴射流
路（２，２２，６２）に流入して、このディスペンサーヘッドの噴射開口部（３，２３，
６３）を通ってディスペンサーヘッド（１，２０，６０）から噴出し、このディスペンサ
ーヘッド（１，２０，６０）は、更に復元部品（６，２６，６６）を備えた閉鎖装置（１
’，２１，６１）を持つ形で構成され、この閉鎖装置が、噴射流路（２，２２，６２）の
噴射開口部（３，２３，６３）を開放するとともに、噴射プロセスの終了後に、再び閉鎖
するディスペンサーヘッドにおいて、
　この復元部品（６，２６，６６）は、閉鎖位置で、噴射開口部（３，２３，６３）を閉
鎖するために弾力的な応力を加えており、前記の噴射開口部（３，２３，６３）の開閉を
自動的に行うとともに、この自動的な開閉が過剰圧力下に有る生成物によって支援される
ように構成されていることを特徴とするディスペンサーヘッド（１，２０，６０）。
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【請求項２】
　閉鎖装置（１’，２１，６１）が、噴射流路（２，２２，６２）の一部を構成するバル
ブケース（４，２４，６４）と、噴射開口部（３，２，６３）を閉鎖するためのバルブヘ
ッド（７，２７，６７）を有するピン形状のバルブ本体（５，２５，６５）と、復元部品
（６，２６，６６）とから構成されることを特徴とする請求項１に記載のディスペンサー
ヘッド（１，２０，６０）。
【請求項３】
　当該の復元部品が、弾力性のあるドーム（６）であって、この弾力性のあるドームは、
その一つの端部が半円形に構成された背面壁（１２）で構成されており、その内側の上に
は、バルブヘッド（７）とは反対側にあるバルブ本体（５）の端部が固定されており、そ
の際バルブヘッド（７）の初期位置において、噴射開口部（３）が、前方から閉鎖されて
いることを特徴とする請求項２に記載のディスペンサーヘッド（１）。
【請求項４】
　噴射する生成物と接触しているバルブヘッド（７）の有効面積が、弾力性のあるドーム
（６）の背面壁（１２）の内側の有効面積より小さいことを特徴とする請求項３に記載の
ディスペンサーヘッド（１）。
【請求項５】
　バルブ本体（２５）のバルブヘッド（２７）が、前方から噴射開口部（２３）を閉鎖し
ており、このバルブ本体は、バルブ本体スリーブ（２８）内にロックされた形で固定され
ており、このバルブ本体スリーブ（２８）の後方部（２６）は、弾力性のある材料から成
る復元部品として構成され、この復元部品が、ディスペンサーヘッド（２０）の上方部（
３０）および／または下方部（３１）と固定的に結合されていることを特徴とする請求項
２に記載のディスペンサーヘッド（２０）。
【請求項６】
　閉鎖装置（１’，２１）は、ディスペンサーヘッド（１，２０）の回転中心に対して、
復元部品（６，２６）の弾力性のある背面壁の端部が、ディスペンサーヘッド（１，２０
）の上方部（１０，３０）の傾斜動作する間に、円軌道上に沿って動くように配置されて
いることを特徴とする請求項３～５までのいずれか一つに記載のディスペンサーヘッド（
１，２０）。
【請求項７】
　固定ウェブ（９，２９）がディスペンサーヘッド（１，２０）の下方部（１１，３１）
に配置されており、上方部（１０，３０）の傾斜動作の際に、復元部品（６，２６）の弾
力性のある背面壁の端部が、その円軌道上を動く間に、このウェブ（９，２９）に沿って
誘導され、そのことによって変形するとともに、バルブ本体（５，２５）とともに、噴射
開口部（３，２３）の方向に押し動かされ、その結果バルブヘッド（７，２７）が、噴射
流路（２，２２）の噴射開口部（３，２３）を外側に開放することを特徴とする請求項６
に記載のディスペンサーヘッド（１，２０）。
【請求項８】
　バルブ本体（６５）の背面壁部分は、外側のバルブ本体壁（６６）を弾力性のある構造
とした二重壁の復元部品として構成されるとともに、噴射する生成物で満たすことが可能
であり、その際この弾力性のあるバルブ本体壁（６６）の前方部が、環状パッキング（４
６’，４６''，６６’，６６''）を用いてディスペンサーヘッド（６０）の上方部（７０
）および／または下方部（７１）と固定的に結合されるとともに、バルブヘッド（６７）
が、内側から噴射開口部（６３）を閉鎖することを特徴とする請求項２に記載のディスペ
ンサーヘッド（６０）。
【請求項９】
　弾力性のある復元部品（６，２６）の内部応力は、その応力が、噴射プロセスの終了と
傾斜していた上方部（１０，３０）の復元後において、依然として存在する生成物の圧力
による駆動力を効果的に支援して、バルブ本体（５，２５）を再びその元の位置に引っ張
り戻し、そのことによってバルブヘッド（７，２７）で噴射開口部（３，２３）を再び閉
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鎖することを特徴とする請求項３～８までのいずれか一つに記載のディスペンサーヘッド
（１，２０）。
【請求項１０】
　バルブ本体スリーブ（２８）の弾力性のある部分（２６）またはバルブ本体（６５）の
弾力性のある部分（６６）が、バルブ本体スリーブ（２８）またはバルブ本体（６５）の
これら以外の弾力性のない部分と２構成部品射出成形で射出により一体的に製造する形で
結合されることを特徴とする請求項５～８までのいずれか一つに記載のディスペンサーヘ
ッド（２０，６０）。
【請求項１１】
　バルブ本体（６５）は、噴射する生成物で満たすことが可能な二重壁（７２）で構成さ
れており、初期位置において、バルブ本体の後方の端部（７２’）とロックされた形で当
接する、下部（６１）の固定ウェブ（６９）の前方に張り出したリブ（６９’）によって
、そのバルブヘッド（６７）は、内側から噴射開口部（６３）に押し付けられ、この状態
では二重壁（７２）の弾力性のある後方背面壁の領域（６６）は、強く押し付けられてお
り、その際ウェブ（６９）は、そのリブ（６９’）とともに、バルブ本体（６５）が、上
方部（７０）の円軌道に沿った傾斜動作によって、ロック状態から回って外れるような形
で配置されていることと、このロック状態が解除された後では、二重壁（７２）に作用す
る生成物の圧力とこの強く押し付けられた領域（６６）の復元力とが、バルブ本体（６５
）を噴射開口部（６３）を開放するまで押し動かすこととを特徴とする請求項２に記載の
ディスペンサーヘッド（６０）。
【請求項１２】
　弾力性のある復元部品（６，２６，６６）の弾性は、相応の弾力性のある材料、例えば
ＴＰＥを使用することによって、バルブヘッド（７，２７，６７）と噴射開口部（３，２
３，６３）間における限られた相対的な動作が可能であるような大きさに選定されること
を特徴とする請求項３～１１までのいずれか一つに記載のディスペンサーヘッド（１，２
０，６０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、過剰圧力下にある従来のディスペンサー容器から、泡、例えばシェービン
グフォームやジェルなどの生成物、自己発泡する生成物ならびにその他の加圧機構を用い
て投与可能な生成物を噴射するための噴射流路を有するディスペンサーヘッドに関し、こ
のディスペンサーヘッドは、ディスペンサー容器の噴射バルブに差し込み可能であり、こ
のディスペンサーヘッドに外部から加えられた機械的な圧力とそれにより引き起こされた
、このディスペンサーヘッドの上方部の回転中心の周りにおける傾斜動作とによって、こ
のディスペンサー容器の噴射バルブを開放し、その結果生成物が、過剰圧力により噴射バ
ルブから噴射流路内に流入し、このディスペンサーヘッドの噴射開口部を通ってディスペ
ンサーヘッドから噴出するものである。
【背景技術】
【０００２】
　このような周知のディスペンサーまたはディスペンサーヘッドにおいては、使用し、そ
れに続いて傾斜していた上方部が復元した後に、噴射バルブが既に閉鎖されているにもか
かわらず、噴射流路内において依然として圧力下にある生成物が、少量ディスペンサーヘ
ッドの噴射開口部から噴出してしまうということが欠点である。この場合、この望ましく
なく制御されない形の生成物の事後噴出は、ディスペンサーヘッドと、保護キャップが存
在する場合には、その保護キャップとを汚してしまうこととなる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この発明の課題は、過剰圧力下にあるディスペンサー容器用のディスペンサーヘッドを
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、前述した使用後における生成物の事後噴出を防止する形で構成することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この設定された課題は、始めに述べた種類のディスペンサーヘッドに関して、請求項１
に挙げた特徴により、ディスペンサーヘッドを、更に噴射流路の噴射開口部を自動的に開
放するとともに、噴射プロセスの終了後に自動的に閉鎖する閉鎖装置を持つ形で構成する
ことによって解決される。
【０００５】
　この発明にもとづき、ディスペンサーヘッドを噴射開口部に対する専用の閉鎖機構を持
つ形で構成することにより、使用後における生成物の噴出が、確実に防止される。このデ
ィスペンサーヘッドの閉鎖装置は、どのような従来のエアゾルバルブにも装着できて、特
にディスペンサーヘッドの上方部に配置された噴射流路の一部を構成するバルブケースと
、噴射開口部を閉鎖するためのバルブヘッドを有するピン形状のバルブ本体と、復元部品
とから構成される。
【０００６】
　この発明の第一の実施構成においては、この復元部品は、弾力性のあるドームで構成さ
れ、この半円形の背面壁には、内部にスリーブが配置されており、このスリーブ内にバル
ブヘッドとは反対側のバルブ本体の端部が差し込まれている。初期位置において、この弾
力性のあるドームは、その内部応力により、バルブ本体のバルブヘッドを外側から噴射流
路の噴射開口部の方に引っ張って、これを閉鎖している。
【０００７】
　ディスペンサーヘッドの上方部の傾斜動作時における、通常の回転中心に対する弾力性
のあるドームの位置は、この弾力性のある背面壁が、円軌道上における傾斜動作によって
、ディスペンサーヘッドの下方部の固定ウェブに沿って誘導され、この背面壁が、それに
よって変形し、噴射開口部の方向に一定程度押し動かされるように選定される。
【０００８】
　この弾力性のあるドームの弾性と変形前の内部応力は、材料を適切に選定することによ
って、このドームの背面壁が、上方部の復元後に、再びその初期位置に戻り、そのために
バルブ本体のバルブヘッドを再び前方から噴射流路の噴射開口部上に引っ張り戻すほどの
大きさとされる。このプロセスは、過剰圧力下でバルブケース内に残留する生成物によっ
て支援され、この残留する生成物は、バルブヘッドに対しても、ドームの背面壁に対して
も圧力を加えるものである。しかし、この発明によると、背面壁の有効面積は、バルブヘ
ッドの有効面積より大きいので、その結果生成物の過剰圧力は、背面壁の復元と、従って
噴射開口部の閉鎖に対して効果を発揮することとなる。
【０００９】
　この発明の第二の実施構成においては、そのバルブヘッドが前方から噴射開口部を閉鎖
する形のバルブ本体が、バルブ本体スリーブ内にロックされた形で固定される。このバル
ブ本体スリーブの後方部は、弾力性のある二重壁から成る復元部品として作られており、
ディスペンサーヘッドの上方部および／または下方部と固定的に結合されている。第一の
実施構成の弾力性のあるドームの場合と同様の作用の仕方にもとづき、この弾力性のある
形で構成された二重壁の後方部は、ディスペンサーヘッドの傾斜動作時に、下方部の固定
ウェブに対して円軌道に沿って誘導され、そのために変形して、バルブ本体とともに噴射
開口部の方向に押し動かされる。この場合、バルブヘッドは、その前にこれによって閉鎖
されていた噴射開口部を外に向かって開放する。傾斜していた上方部の復元後には、その
ことによって、バルブ本体スリーブの後方部が、再び固定ウェブから解放されて、バルブ
本体スリーブの弾力性のある部分の復元力が、バルブ本体を初期位置に引っ張り戻すとと
もに、噴射開口部を改めて閉鎖するように作用する。
【００１０】
　この発明の第三の実施構成においては、噴射開口部を内側から閉鎖するバルブ本体の背
面壁部分を、二重壁で構成するとともに、噴射する生成物で満たすことができる。この外
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側のバルブ本体壁は、弾力性のある材料から作られて、復元部品として機能し、そのため
に、この弾力性のあるバルブ本体壁の前方部は、ディスペンサーヘッドの上方部および／
または下方部と固定的に結合される。この結合によって、この弾力性のあるバルブ本体壁
は、初期位置では、引張り応力を加えられた状態に置かれることとなり、バルブヘッドの
円錐形または円形の先端が、内側からそれに対応して形成された噴射開口部のノズル口の
方に引っ張られて、これを気密に閉鎖するものである。噴射プロセス時には、噴射する生
成物が、過剰圧力によりバルブ本体の二重壁内に流入する。この際に二重壁の内側の背面
壁に作用する圧力は、バルブ本体壁の弾力性のある領域における引張り応力より大きく、
その結果バルブ本体が、内側に引っ張られて、噴射開口部が、内側に開放される。この場
合、初期位置において既に存在する引張り応力は、バルブ本体壁の弾力性のある領域の歪
のもとで増大する。噴射プロセスの終了後において、弾力性のあるバルブ本体壁に存在す
る応力は、バルブ本体を自動的に復元するとともに、噴射開口部を改めて閉鎖するのに十
分な大きさを持つ。
【００１１】
　バルブ本体スリーブ（第二の実施構成）またはバルブ本体壁（第三の実施構成）の弾力
性のある部分は、特別な射出成形法（２構成部品射出）で射出により一体的に製造する形
で、バルブ本体スリーブまたはバルブ本体壁のそれ以外の弾力性のない部分と結合される
。この場合、この弾力性のある復元部品の内部応力は、相応の弾力性のある材料、例えば
ＴＰＥ（熱可塑性エラストマー）を使用することによって、この応力が、噴射プロセスの
終了と傾斜していた上方部の復元後に、バルブ本体を再びその元の姿勢に引き戻すととも
に、噴射開口部を再びバルブヘッドで気密に閉鎖するのに十分な大きさに選定される。
【００１２】
　第四の実施構成において、バルブ本体は、第三の実施構成と同様の方法により、噴射す
る生成物で満たすことが可能な二重壁で構成される。ディスペンサーヘッドの初期位置で
は、このバルブ本体をロックするために、バルブ本体の二重壁から成る背面壁部分が、固
定ウェブの前方に張り出したリブに対して押し付けられるとともに、このバルブヘッドは
、噴射開口部に対して内側から気密に当接し、その際二重壁の後方の弾力性のある領域が
、強く押される。この場合、ウェブとそのリブは、バルブ本体が、噴射プロセスの際に上
方部の円軌道に沿った傾斜動作によって、回転してロック状態から外れるような形で配置
される。ロックが解除された後、始めに二重壁の背面壁にだけ作用していた、二重壁内に
存在する生成物の過剰圧力が、強く押されていた二重壁の弾力性のある領域の復元力によ
って支援されて、バルブ本体を内側に引っ張り込み、そのことによってバルブヘッドが、
噴射開口部を開放する。上方部をその初期位置に回転して戻す場合には、バルブ本体を、
手動で、前方に張り出したリブに沿って、噴射開口部の方に押し戻して、そうすることに
よって噴射開口部を閉鎖し、その際バルブ本体の二重壁の弾力性のある領域が、改めて強
く押し付けられることとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下においては、この発明のその他の利点、特徴および詳細を、模式的な図面に描いた
実施例にもとづき、より詳しく説明する。
【００１４】
　図１には、この発明にもとづく閉鎖装置１’を有するディスペンサーヘッド１の初期位
置における垂直断面図が描かれている。この閉鎖装置１’は、ディスペンサー容器の噴射
バルブを開放するために傾斜させることが可能なディスペンサーヘッド１の上方部１０内
にある。この閉鎖装置は、上方の（図面では水平な）噴射流路２の一部でもあると同時に
、容器の中心軸１５に対して直角に配置されたバルブケース４と、バルブヘッド７を有す
るピン形状のバルブ本体５と、弾力性のある復元部品またはドーム６とから構成されてい
る（これに関しては、図５～８も参照）。
【００１５】
　バルブケース４の前方部（図面で左側）は、噴射開口部３を有する上方の噴射流路２の
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前端１６に対して間隔を空けて終端しており、バルブケース４の後方部（図面で右側）は
、すっぽりと被さった形の弾力性のあるドーム６で構成されている。このドーム６の半円
形に構成された背面壁１２は、内部にスリーブ８を有し、このスリーブ内には、ピン形状
のバルブ本体５の、バルブヘッド７とは反対側の先細の端部１８が差し込まれている。こ
の場合、ピン形状のバルブ本体５の長さは、ディスペンサーヘッド１の初期位置において
、バルブヘッド７が、弾力性のあるドーム６の内部応力によって、前方から噴射開口部３
の方に引っ張り込まれて、この噴射開口部を閉鎖するような大きさに設定される。
【００１６】
　差し込みによりディスペンサー容器と結合された、傾斜させることができないディスペ
ンサーヘッド１の下方部１１は、側方にウェブ９を有し、このウェブは、半円形に構成さ
れたドーム６の背面壁１２と正接している。
【００１７】
　図２には、噴射位置における図１のディスペンサーヘッド１が描かれている。ディスペ
ンサーヘッド１の上方部１０は、ディスペンサーヘッド１の押しボタン１７を外部から機
械的に押すことによって、回転中心（この回転中心は、図示されていない）の周りで傾斜
し、これによって図示されていないディスペンサー容器の噴射バルブが開放されて、生成
物が、噴射流路２に、すなわちバルブケース４内に流入する。この傾斜動作により、ドー
ム６は、その半円形の背面壁１２を円軌道に沿って、固定ウェブ９に対抗して下方に向か
ってディスペンサー容器の方向に誘導され、そのことによって背面壁１２が変形して、噴
射開口部の方向に押し動かされる。このように背面壁１２が押し動かされることにより、
背面壁１２の内部でスリーブ８内に差し込まれているバルブ本体５も、そのバルブヘッド
７とともに同じ方向に押し動かされ、そのことにより噴射開口部３を開放する。この噴射
位置においては、バルブケース４内に既に存在する生成物は、噴射開口部３から噴出する
ことが可能である。
【００１８】
　噴射プロセスの終了と、押しボタン１７を外部から機械的に押すことを止めることによ
り、閉鎖装置１’は、ディスペンサーヘッド１の上方部１０を、ディスペンサーヘッド１
の回転中心に存在する応力とディスペンサー容器の依然として開放されている噴射バルブ
の力とによって、初期状態に回転して戻され、そのことによってディスペンサー容器の噴
射バルブも再び閉鎖することとなる。上方部１０の復元により、弾力性のあるドーム６の
背面壁１２は、再びウェブ９から解放されるとともに、その変形は、その内部応力と依然
としてバルブケース４内に存在する生成物の過剰圧力とによって元に戻る。従って、また
同じ方向において、背面壁１２に固定されているバルブ本体５が再びその初期状態に、そ
してバルブヘッド７が前方からしっかりと噴射開口部３上に引っ張られて、そのことによ
ってこの噴射開口部を閉鎖する。
【００１９】
　この発明による閉鎖装置１’の別の利点は、弾力性のあるドーム６の内部応力だけでな
く、更に生成物による過剰圧力を受ける、背面壁１２とバルブヘッド７の有効面積１３，
１４の大きさを違えることによっても、バルブヘッド７を噴射開口部３上に押圧すること
が実現されるということにある。ドーム６の背面壁１２の有効面積１４は、バルブヘッド
７の有効面積１３よりも遥かに大きいので、その結果発生する力は、背面壁１２上にだけ
作用し、過剰圧力が大きくなればなるほど、噴射開口部３に対してバルブヘッド７を引き
込む力も強くなるとともに、系の気密性も高くなるという結果をもたらす。従って、噴射
プロセスの終了後における生成物の事後噴出を防止するという、この発明に課された課題
が達成されることとなる。
【００２０】
　図３～８においては、見易くするために、この発明によるディスペンサーヘッド１の基
本的な構造部分を、改めて個別的に描いている。図３では、この発明にもとづき構成され
た閉鎖装置１’を有する図１のディスペンサーヘッド１の正面図が描かれている。閉鎖装
置１’の無い形のディスペンサーヘッド１を描いた図４と比較することにより、特にディ
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スペンサーヘッド１の大きさに対する閉鎖装置１’の大きさとその大きさがそれに適合し
ていることが、明らかに分かる。図５では、初期位置における閉鎖装置１’全体が、噴射
開口部３が閉鎖されるとともに、ドーム６の背面壁１２が変形していない形で単独で描か
れている。そして、図６～８では、この閉鎖装置１’の個々の構成部分が、別々に列挙さ
れている。図６は、一方の端部におけるバルブヘッド７と、ドーム６のスリーブ８内に差
し込むための他方の先細の端部１８とを有するバルブ本体５を図示している。図７は、バ
ルブ本体４を、図８は、背面壁１２とその上に配置されたスリーブ８とを有する弾力性の
あるドーム６を図示している。
【００２１】
　図９と１０には、この発明によるディスペンサーヘッドの第二の実施構成が描かれてい
る。図９は、初期位置におけるディスペンサーヘッド２０全体を描いており、図１０は、
噴射位置におけるディスペンサーヘッド２０の断面の部分拡大図を示している。このディ
スペンサーヘッド２０は、一体化した閉鎖装置２１を有し、上方部３０と下方部３１とか
ら構成されている。この閉鎖装置２１のバルブケース２４内には、バルブ本体スリーブ２
８が、配置されるとともに、バルブ本体２５が、前方から挿入され、ロックされた形で固
定されている。バルブ本体２５を誘導するために、バルブ本体スリーブ２８の前方部は、
ノズル本体３６とともに、バルブ本体２５とバルブ本体スリーブ２８間において生成物を
噴射させることを可能とするために、誘導領域３４に貫流路３６’を交互に配置した形で
構成されている。この場合、バルブ本体２５は、バルブ本体スリーブ２８内において、バ
ルブヘッド２７が、噴射開口部２３を前方から閉鎖する形で配置されている。バルブ本体
スリーブ２８は、二重壁３２を有する噴射流路２２の一部として構成され、この噴射流路
は、下方の開口部３３を通して生成物で満たすことができる。
【００２２】
　ディスペンサーヘッド２０と閉鎖装置２１間の密閉は、二つの弾力性のある環状パッキ
ング３２’と３２''によって実現されている。これらの二つの環状パッキング３２’と３
２''間には、環状の空間が形成されており、この空間は、生成物を貫流させることが可能
であり、従って閉鎖装置２１の下方の開口部３３をディスペンサーヘッド２０の生成物流
路１９に対して位置決めする必要がなくなる。この措置の効果は、組み立てを容易にする
ことにある。
【００２３】
　この第二のディスペンサーヘッド２０の場合、弾力性のある材料を射出成形したバルブ
本体スリーブ２８の後方端部２６が、図１～８の第一の構成例における弾力性のあるドー
ム６の復元部品としての機能を果たしており、この後方端部は、弾力性のある環状パッキ
ング３２’，３２''によってロックされて結合する形でディスペンサーヘッド２０の上方
部３０と下方部３１と固定的に結合されている。
【００２４】
　噴射プロセスを開始するために、押しボタン３７を手で押すことによって閉鎖装置２１
を傾斜させた場合、バルブ本体スリーブ２８は、その復元部品または後方端部２６ととも
に、下方部３１の固定ウェブ２９に対して円軌道に沿って誘導されて、バルブ本体２５と
一緒に前方に押し動かされ、そのことによってバルブヘッド２７は、噴射開口部２３を前
方に開放し、バルブヘッド２７から矢印の方向３９に生成物を噴射する。同時に、弾力性
のある後方端部２６は、ウェブ２９に当たることにより変形する（強く押し付けられる）
。噴射プロセスの終了後、バルブ本体スリーブ２８の後方端部２６は、再びウェブ２９か
ら解放されて、強く押し付けられていた後方端部２６の復元力と、二重壁３２内において
依然として圧力下にある生成物によって、この背面壁２６’に加えられる圧力とが、バル
ブ本体スリーブ２８をバルブ本体２５とともに再び初期位置に押し戻す。この初期位置に
おいて、バルブ本体２７は、その円錐形に構成された前方部分で、周縁部を後方に張り出
す形に形成された噴射開口部２３のノズル本体３６を点接触により密閉する。
【００２５】
　図１１ａと１１ｂには、ノズル本体３６とバルブヘッド２７を有する噴射開口部閉鎖機
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構の代替構成が図示されている。図１１ａには、図９と１０と同様の全体構成で、ノズル
本体３６ａが、バルブ本体２５ａのバルブヘッド２７ａの円錐体に対応して、同じく円錐
体に構成されており、その結果面的に密閉する形の接触が実現されている。図１１ｂでは
、バルブヘッド２７ｂとノズル本体３６ｂ間を同じく円錐体で密閉するとともにノズル本
体３６ｂの誘導領域がより短くされ、更にバルブ本体２５ｂのバルブヘッド２７ｂが、外
側に張り出した中心ピン３５を持つ形で形成されており、この中心ピン３５は、ディスペ
ンサーヘッドから生成物を噴射している間、生成物がより良好に拡散するのを保証するも
のである。
【００２６】
　この発明によるディスペンサーヘッドの第三の変化形態が、図１２と、断面を拡大した
図１３に図示されており、図１２は初期位置を、図１３は噴射位置を示している。このデ
ィスペンサーヘッド４０は、その中に閉鎖装置４１を配置した上方部５０と、下方部５１
とから構成されている。閉鎖装置４１は、ノズル本体５６を持つバルブケース４４とバル
ブ本体４５とから構成され、このバルブヘッド４７は、内側からノズル本体５６の噴射開
口部４３を閉鎖している。バルブ本体４５の背面壁部分は、バルブヘッド４７の方に開い
た形の、その反対方向を背面壁５２’で密閉された二重壁５２で構成されている。この二
重壁５２は、そうすることによって噴射流路４２の一部を構成するとともに、下方の開口
部５３を通して噴射する生成物で満たすことができる。外側のバルブ本体壁４６は、復元
部品として、それ以外の壁面部に対して射出成形された形の弾力性のある材料で構成され
、弾力性のある環状パッキング４６’，４６''によってロックされて結合する形で上方部
５０と下方部５１と固定的に結合されている。これらの環状パッキング４６’，４６''は
、図１０と同様の方法で、ディスペンサーヘッド４０と閉鎖装置４１間を密閉する効果を
持つとともに、そこで記載したのと同様の方法で、生成物を貫流させる環状の空間を形成
することによって、組み立てを容易にするものである。
【００２７】
　この初期位置では、弾力性のあるバルブ本体壁４６は、復元部品として引張り応力下に
あり、バルブ本体４５を引っ張って、そのバルブヘッド４７でノズル本体５６の噴射開口
部４３を密閉している。この弾力性のあるバルブ本体壁４６における引張り応力は、ノズ
ル本体５６を、その組み立て時に前方からバルブケース４４に挿入して、それによってバ
ルブ本体４５を後方に押し動かすことにより実現される。
【００２８】
　弾力性のあるバルブ本体壁４６は、以下の方法により、噴射プロセス時における自動復
元部品として機能する。噴射プロセス時に、押しボタン５７を操作することによって、噴
射する生成物が、下方の開口部５３を通って下方から、二重壁５２から構成された空洞に
流入する。ここで、生成物は、その設定済みの引張り力より大きな圧力により、二重壁５
２の背面壁５２’を押して、その時点では噴射開口部４３は、まだ閉じられているので、
そのことにより外側の弾力性のあるバルブ本体壁４６を延ばすとともに、本来存在する引
張り応力に打ち勝って、バルブ本体４５を背面壁５２’の方向に押し動かす。このように
押し動かされることによって、バルブ本体４５のバルブヘッド４７は、噴射開口部４３を
内側に開放して、生成物が、ディスペンサーヘッド４０から矢印の方向５９に噴出するこ
とができる。噴射プロセスの終了後に、外側の弾力性のあるバルブ本体壁４６の復元力に
よって、バルブ本体４５は、再び自動的にその初期位置に引っ張られて、バルブヘッド４
７が、噴射開口部４３を閉鎖する。この場合、噴射開口部４３の閉鎖は、円錐形に先端を
鋭くしたバルブヘッド４７によって確実に行われ、この先端は、ノズル本体５６の噴射開
口部４３が円錐形に展開するのに適合したものである。
【００２９】
　図１４ａ～１４ｃには、前の閉鎖機構の別の実施可能形態が図示されている。図１４ａ
では、バルブヘッド４７ａの前方部が、円筒形の中心ピン５５を持つ形で構成されている
。この場合、バルブ本体４５ａの誘導は、ノズル本体５６ａの噴射開口部４３ａに配置さ
れた、円筒形のピン５５を包み込む円錐形の心出し部を持つ誘導ウェブ５８ａによって行
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われる。噴射開口部４３ａの密閉は、バルブヘッド４７ａの周りを取り囲む周縁部４８を
ノズル本体５６ａの背面壁部分と面的に密閉することで実現される。図１４ｂでは、半径
方向に対して平坦に構成されたノズル本体５６ｂの背面壁部分とバルブヘッド４７ｂの正
面の周りを取り囲む周縁部４８間で噴射開口部４３ａの密閉が行われていること以外は、
図１４ａと同じ構成である。図１４ｃでは、図１４ａまたは１４ｂと同じ密閉機構による
別の変化形態として、バルブ本体４５ｃの誘導部は、更にピン５５を誘導するために、バ
ルブ本体４５ｃの延長された前方部４５ｃ’をも、それに対応して形成されたノズル本体
５６ｃ’によって誘導する形で軸支することによって拡張されている。
【００３０】
　ディスペンサーヘッドの別の（第四の）変化構成が、図１５ａ（初期位置）と１５ｂ（
ロック位置）に図示されている。上方部７０と下方部７１とから構成されるディスペンサ
ーヘッド６０の閉鎖装置６１は、ちょうど図１２のディスペンサーヘッド４０のように、
バルブケース６４内に、その後方領域６６に復元物体として構成された弾力性のある二重
壁７２を持つバルブ本体６５を有する。バルブヘッド６７に向かって開いた形の、その反
対側が密閉された二重壁７２は、噴射する生成物を下方の開口部７３を通して満たすこと
ができるとともに、噴射流路６２の一部を構成する。
【００３１】
　ディスペンサーヘッド６０の初期位置において、バルブ本体６５は、その後方の端部７
２’を、下方部７１の固定ウェブ６９の前方に張り出したリブ６９’に沿って、手で誘導
されて、ロックされ、その際バルブヘッド６７は、内側から噴射開口部６３に押し付けら
れ、そのことによって同時に弾力性のある形で構成された領域６６が強く押し付けられる
。この場合、前方に張り出したリブ６９’を持つウェブ６９は、バルブ本体６５が、噴射
プロセス時に押しボタン７７を手で操作することによる上方部７０の円軌道上における傾
斜動作によって、このロック状態から回って外れる。後方に解放されたバルブ本体６５は
、生成物によって二重壁７２の背面壁上に加えられた圧力と強く押し付けられた領域６６
の弾性による跳ね返りとによって、ウェブ６９の方向（図面では右に）に引っ張られて、
生成物が、矢印の方向７９にディスペンサーヘッド６０から噴出することができるように
なる。
【００３２】
　次に、噴射プロセスの終了後、バルブヘッド６７により噴射開口部６３を改めて閉鎖す
ることは、上方部７０を戻すように回すことによって行われ、それによってバルブ本体６
５の後方端部７２’が、リブ６９’の傾斜した肩部分７４に沿って上方に、そして同時に
前方に（図面では左に）押し動かされ、そのことによってバルブヘッド６７を内側から噴
射開口部６３に押し付ける。この場合、二重壁７２の弾力性のある領域６６が、同時に再
び強く押し付けられる。この場合、初期位置に回帰するための上方部の復元力は、リブ６
９’の傾斜した肩部分７４に沿ってバルブ本体６５の端部７２’を引っ張ることを可能と
するのに十分な大きさである。図１０と図１３と同じ方法で、二重壁７２の弾力性のある
領域６６上には、環状パッキング６６’，６６''が配置されており、これらは、図１０と
図１３に関して記載したのと同じ方法で、ディスペンサーヘッド６０と閉鎖装置６１間を
密閉するとともに、組み立てを容易にする効果を有する。
【００３３】
　この発明は、ここに図示したディスペンサーヘッドを持つ記載した実施例だけに限定さ
れるものではなく、この発明にもとづく同じまたは機能的に同じ閉鎖装置は、場合によっ
ては所要の構造の調整を行って、過剰圧力を加えたディスペンサー容器用の別の商用のデ
ィスペンサーヘッドに用いることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】初期位置におけるディスペンサーヘッドの垂直断面図
【図２】噴射位置におけるディスペンサーヘッドの垂直断面図
【図３】図１のディスペンサーヘッドの正面図
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【図４】閉鎖装置の無い形の図１のディスペンサーヘッド
【図５】図１、２および３の閉鎖装置
【図６】図５のバルブ本体
【図７】図５のバルブケース
【図８】図５の弾力性のあるドーム
【図９】初期位置における第二のディスペンサーヘッドの垂直断面図
【図１０】噴射位置における図９の断面の部分拡大図
【図１１ａ】第二のディスペンサーヘッドの噴射開口部閉鎖機構の代替構成
【図１１ｂ】第二のディスペンサーヘッドの噴射開口部閉鎖機構の代替構成
【図１２】初期位置における第三のディスペンサーヘッドの垂直断面図
【図１３】噴射位置における図１２の断面の部分拡大図
【図１４ａ】第三のディスペンサーヘッドの噴射開口部閉鎖機構の代替構成
【図１４ｂ】第三のディスペンサーヘッドの噴射開口部閉鎖機構の代替構成
【図１４ｃ】第三のディスペンサーヘッドの噴射開口部閉鎖機構の代替構成
【図１５ａ】初期位置における第四のディスペンサーヘッドの垂直断面図
【図１５ｂ】噴射位置における第四のディスペンサーヘッドの垂直断面図
【符号の説明】
【００３５】
　１，２０，４０，６０　　ディスペンサーヘッド
　１’，２１，４１，６１　　閉鎖装置
　２，２２，４２，６２　　噴射流路
　３，２３，４３，４３ａ，６３　　噴射開口部
　４，２４，４４，６４　　バルブケース
　５，２５，２５ａ，２５ｂ，４５，４５ａ，４５ｂ，４５ｃ，６５　　バルブ本体
　６，２６，４６，６６　　復元部品
　７，２７，２７ａ，２７ｂ，４７，４７ａ，４７ｂ，４７ｃ，６７　　バルブヘッド
　８，２８　　スリーブ
　９，２９，６９，６９’　　ウェブ
　１０，３０，５０，７０　　１’，２１，４１，６１の上方部
　１１，３１，５１，７１　　１’，２１，４１，６１の下方部
　１２　　６の背面壁
　１３　　１２の有効面積
　１４　　７の有効面積
　１５　　ディスペンサー容器の中心軸
　１６　　２の前端
　１７，３７，５７，７７　　押しボタン
　１８　　５の先細の端部
　１９　　生成物の流路
　２６’，５２’　　２６，５２の背面壁
　３２，５２，７２　　２５，４５，６５の二重壁
　３２’，３２''，４６’，４６''，６６’，６６''　　２６，４６，６６の環状パッキ
ング
　３３，５３，７３　　下方の開口部
　３４　　２５の誘導領域
　３５，５５　　２５ｂ，４５の中心ピン
　３６，３６ａ，３６ｂ，５６，５６ａ，５６ｂ，５６ｃ　　ノズル本体
　３６’　　貫流路
　３８　　　ロック結合部
　３９，５９，７９　　生成物の噴出方向
　４８　　周りを取り囲む周縁部
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　５８ａ～５８ｃ　　誘導ウェブ
　７４　　傾斜した肩部分

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１ａ】

【図１１ｂ】

【図１２】
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【図１３】

【図１４ａ】

【図１４ｂ】

【図１４ｃ】

【図１５ａ】

【図１５ｂ】
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